
大和市の６５歳以上を含む世帯のうちのひとり暮らしの割合 

 

 

本市は、全国との比較で、高齢化率は低いものの、６５歳以上を含む世帯におけるひとり暮らし

の割合は２０２３年時点４２．４％で、全国平均（３５．０％）よりも７％程度高い状況にあります。 

そして、この「おひとりさま」の割合は、今後も、全国的な生涯未婚率の上昇、離婚、パートナー

の死別などの要因により増加して行くものと考えられます。 

そのため、高齢のひとり暮らしへの支援は、本市の喫緊の課題となっています。 
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高齢化率と

65歳以上の方を含む全世帯におけるおひとり様世帯率

65歳以上の方を含む全世帯におけるおひとりさま世帯率（大和市） 各年12/1現在
65歳以上の方を含む全世帯におけるおひとりさま世帯率（全国）※1
高齢化率（全国）※2
高齢化率（大和市） 各年4/1現在

※1：国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（全国推計）2018 年推計より」 

※2：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和 5 年推計）結果の概要より」 


